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令和3年度、VILLA EDUCATION CENTERは、文化庁　令和3年度「生活者としての外国人」のための

日本語教育事業ー地域日本語教育実践プログラム（C）を受託し、以下の事業目的を掲げ、主に3つ

の取り組みを中心に活動を行ってきた。１．事業目的


　本事業では、「日本語教育活動に関する特定のニーズの実情や課題」の項目であげた課題を克服しつつ、

ニーズを受けた教育活動を実施していく。その上で、設定している目的は以下の4点である。

① 「生活者としての外国人」に安心して日本語を学ぶことができる機会を提供すること

② 「生活者としての外国人」の日常生活の質を高め、自己成長につながるような活動を行うこと

③ 「生活者としての外国人」だけではなく、活動に関わる指導者、ビジターなどすべての人が学び合いによ      

      って自己成長し、また、多文化共生社会を形成していく主体となっていくこと

④ 日本語教育に関するオンラインセミナーを開催することによって、広く日本語教育人材、一般市民が

   「異なる考えや価値観を持つ他者と協働できる柔軟性」を涵養する機会を提供すること

　以下、説明を加えたい。本事業の最大の特徴は「事業名称」に含めた「学び合い」を重視している点であ
る。学び合いは、教育活動に参加するすべての者の中で生まれる。日本語学習者であれ、日本語指導者であ
れ、ビジター参加者であれ、そのすべての参加者の間で生まれる。この学び合いは、多文化共生社会実現の
ための種になり得る。文化審議会国語分科会が平成31年3月に発表した、『日本語教育人材の養成・研修の
在り方について』の中に「日本語学習支援者に望まれる資質・能力」（表11）が掲載されている。その中
で、望まれる「態度」として、「異なる考えや価値観を持つ他者と協働できる柔軟性を持とうとする」とい
う項目がある。多文化共生社会実現のためには、できる限り多くの市民が「異なる考えや価値観を持つ他者
と協働できる柔軟性」を持つことが肝要になる。当団体が行っている教育活動ではこうした態度を涵養する
ための学び合いが生まれる活動デザインを目指してきた。本事業においても、そうした教育活動を継続する
とともに、人材の育成セミナーを原則オンラインで開催することで、地域を超えたより多くの方々に学び合
いが持つ価値を伝えていくこと、つまり、波及性を重視していきたい。その結果、他団体、他地域で行われ
る実践にも一定の影響力を持つことも本事業の目的となる。

事業目的



２．活動報告
VEC　3つの取り組み

日本語教室 日本語活動 セミナー

「生活向上を目指した

基礎からの日本語教室」

学び合いを重視した社会参加

としての日本語教育

日本語教育の社会的意義を考える　

ー学び合いから始める多文化共生

セミナー（全6回）

取組１

取組２

取組３



（取組１）「生活向上を目指した基礎からの日本語教室」（日曜日午後）

41回（5月23日～３月13日）　
すべて対面で活動

ミャンマー人　13名
（毎回参加者は平均3・4名程度）

  テキスト「いろどり：生活の日本語　初級１・２」
　　　　　　　　　ミャンマー語版（国際交流基金）
  社会参加のための日本語通信講座テキスト
  補助教材「つながるひろがるにほんごでのくらし」　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（文化庁サイト）

 トピック
「天気」「住んでいる街」「待ち合わせ」
「日本語教室に参加する」「習い事」「ホームパーティ」
「食材のことば」「仕事の連絡」
 「体調」「お土産をわたす」

参加者活動回数

教材 内容

日本語教室の成果

 実際に生活の中で必要なことばを中心に学習を重ねた。簡単なやり取りから始め、病気になった時、職場で起っ
た問題を解決する際のことばなど少しずつステップアップし、生活の中で、また職場でのコミュニケーションス
キルの向上につなげることが出来た。また、初めて日本語を学習する方には、ひらがな、カタカナ、生活で必要
な語彙を中心に別教材で対応し、様々なニーズに応えてきた。
その他、教室の中や前後で、職場や生活の中で、日本語や生活習慣などの疑問を解決できるように心がけ、日本
語教室であるともに、学習者の見守りの場としての役割も果たしてきた。



活動の様子

感染予防に努めながら、対面で授業を行った。

テキストのトピックに合わせて、
書道にもチャレンジした。

体験

対面授業



（取組２）学び合いを重視した社会参加としての日本語教育（日曜日午前）

41回（5月23日～３月13日）　
対面とオンラインでの活動

自主制作のワークシートを使用。原則的に、NHKの
News Web Easyの記事から選んでいるが、最近はトピ
ックを先に決めて、その話題にあった文章をわかりや
すい日本語で書き下ろすこともある。
その他、話題にあった映像 （ニュースなど）を視聴し
ている。

 トピック
 「ドライバーの異常を検知して自動停止する車を来年販売」
 「世界90か国でヒューマンライブラリーが開かれている」
 「路上生活者に弁当を配る小学生」
 「プラごみ削減のため、マイボトル持参の実証実験」
 「中国残留邦人・中国帰国者　ゲストスピーカーを招く」

参加者活動回数

教材 内容

日本語活動の成果

 
折々のニュースを素材に対話的な活動を実施した。活動方法として、話し合い、対話の他、教室の外に出ての
フィールドワーク（高田馬場駅周辺にあるユニバーサルデザイン探し、教室近くに設置されているAED探しなど）
使用済みのペットボトルなどを利用した小物入れづくりなども取り入れた。
すべての参加者が、安心して自分の意見を表明し、学び合える活動をデザインしたことにより、今日的な社会的課
題を自分事として認識し、自己成長を促すことが出来たことは大きな成果だと考える。
      

ミャンマー人13名
（継続して学んでいる参加者は4名）　



活動の様子

感染予防に努めながら、対面で授業を行った。

活動のトピックに合わせて、教室外での活動も
行った。

体験

対面授業



（取組３）日本語教育の社会的意義を考えるー学び合いから始める多文化共生ー
　　　　（セミナー）

全6回

 

申し込み者開催回数

テーマ

セミナーの成果

 
日本語教育関係者はもちろん多文化共生に興味、関心を持つ一般市民に向けて「生活者としての外国人」の
背景や多様性、また、社会の中に置かれた状況を理解する場を提供した。
大学生から、日本語教師、大学関係者、多文化共生に携わっている方、関心のある一般の方など、幅広い
方々にご参加いただき、学び・気付きの場を提供できたことは大きな成果である。また、セミナーに参加し
たことから、VECの活動を知り、活動への参加につながるなど、VECの活動への周知に役立った。

621名（全6回）　

・第1回「もう一度考えてみようー入管制度と難民認定制度」
 　　　　　　　　　　講師 加藤丈太郎さん（早稲田大学）
・第2回「語りを聴くということ：インタビューの体験ワークショップ」
  　　　　　　　　　  講師 三代純平さん（武蔵野美術大学）
・第3回「ミャンマーを想う～チョウチョウソーは今、なにを語るか」
  　　　　                  講師　チョウチョウソーさん
                                         （NHK国際放送アナウンサーほか）
  

・第4回「移民は何を想うか ―演劇による共感的理解の体験―」
  　　　　　　　講師　飛田勘文氏さん（芸術文化観光専門職大学助教）
・第5回「生涯学習としての日本語 
　　　　　　　　　　　―難民の定住支援プログラムの実践から 」   
 　　　　　　 　講師　小瀧雅子さん
　　　　　　　　　（公益社団法人国際日本語普及協会（AJALT）理事） 
 ・第6回「言語政策と言語教育の間で
 　　　　　　　　－シティズンシップ教育としての日本語教育－」
  　　　　　   　講師　福島青史さん
                              （早稲田大学大学院日本語教育研究科）



VECでは、日本語教室と日本語活動の参加者に文化庁規定のアンケートとVEC独自のアンケートを

実施した。

３．参加者アンケート
　　調査報告

文化庁アンケート

（１）このプログラムを受けて、あなたの日本語は前より上手になったと思いますか。

1名無回答

（２）このプログラムを受ける前よりも、日本での生活ができるようになったと思いますか。

0 2.5 5 7.5 10

上手になったと思う 

まあまあ上手になったと思う 

変わらない 

上手になっていないと思う 

0 2 4 6 8

できるようになったと思う 

少しできるようになったと思う 

変わらない 

できるようになっていない 

回答11名　　2022年2月上旬に日実施

9

1

4

7






0 5 10 15

満足している 

まあま満足している 

あまり満足していない 

満足していない 

0 5 10 15

思う 

思わない 

（３）このプログラムの内容に満足していますか。 （４）もっと日本語を勉強したいと思いますか。

文化庁アンケート

VECアンケート

１．VECの活動や日本語教室の中で、一番印象に残っている活動や学習内容を、具体的に上げてください。

２．その理由は何ですか？

　1.お互いに意見を言って話し合ったことが一番印象に残った活動です。

2.お互いに話をすることで親しくなり、親しくなることで意見を交換できるようになる。日本語で話をしやすくなりました。

　新しい日本語の単語を知り、日本語も覚えやすくなりました。知識も増えて（コミュニケーションが）円滑になりました。

ビルマ語記述方式で9名が回答　以下抜粋

1.ひとりひとりの(異なる)ものの考え方ができた。

2.自分の考えについてあらためて考えなおす（見直す）ことができた。

1.日本の文化と生活。

2.自分より年上の日本人との交流ができるから。

11 




11 






３．VECの活動や教室を通して、学んだこと、考えたこと、感じたことを自由に書いてください。

・現実に起こっている問題などについて正しい情報を知ることができた。
・日本語教室を通じて日本の文化、言葉、日本の教育、在日ミャンマー人の困難などについて話し合ったり相談したりできたので、
　ミャンマー人にとって、とても良かったと思います。
・文化、方言、食べ物、著名な人、技術の発展、防災のことが学べた。
・日本の文化　言葉づかい、書き言葉としての日本語。
・日本人たちとつながりがあって、日本語もしゃべれるようになると思います。
・日本に住むためには日本語が重要であるということがわかった。
・日本語を勉強することは、いつか役に立つと思った。

４．これから、学んでみたいことを書いてください。

・日々起こっていることについてタイムリーに学びたい。
・日常生活のスタイルに合った日本語、知識を得られるような日本語を勉強したいです。
・歴史、伝統的な習慣（ならわし）、外国人にはわかりにくい日本のこと、日本で生活している間に知っておくべき知識。
・言葉／文法。
・職場でスムーズにコミュニケーションができるように話したい。
・日本料理を勉強したい。日本の経済の発展を勉強したい。
・新聞を読めるように、テレビを観て理解できるように、正しい発音で話せるようになりたいです。
・漢字をもっと学びたいです。日本人との話し方など、日本語についてもっとできるようになりたいです。



VECは、日本語教育、多文化共生に関する人材の育成も活動のひとつとしている。
この活動は、日本語教育を学ぶ大学生・院生、日本語教師、また関心のある一般の方などによって
支えられている。VECの活動に参加してどのような学びがあったか、参加したファシリテーターや
ビジターにアンケートを実施した。以下抜粋　（記述式　回答9名　2022年2月下旬実施）

１．今年度、日本語活動（日曜午前）に参加して感じたこと、考えたことを自由にお書きください。

その時々のトピック等ビビッドな社会情勢を題材に、参加者個々の立ち位置を確認することで、多角的な視座が据えられ、かつ視野
が広がりました。とりわけ外国人参加者による忌憚のない問題提起は、示唆に富み刺激的でさえあります。次年度以降も精力的に取
り組む所存です。

今年度から日本語活動に継続して参加させていただきました。毎回の活動でたくさんの学びを得ることができ、充実した時間となり
ました。
また、継続して活動に参加し、振り返りを積み重ねることで一歩ずつ成長できていると感じます。参加者との関わりを通して、この
日本語活動の場がわたしにとって心地よい居場所になりました。これからも丁寧に続けていきたいと思います。

お互いの意見を安心して言える場でいいと思いました。日本社会や世界を見つめ直すきっかけにもなりました。自分が経験したこと
がないことを経験している方が多くいて話を聞くのが楽しいです。日本語でわかりやすく伝えることの大変さも知り、日本語の難し
さをより感じるようになりました。

昨年度よりも心の底からVECの活動を楽しめたということです。午前の活動では、必ずしも楽しい話題だけではなく、センシティブな
トピックなども扱いますが、心のどこかで必ず「楽しむ」気持ちを忘れないようにしようと思えるようになりました。そう思えるよう
になったのも、活動に参加する回数を重ねていって気づけたことだと思います。
それと、VECの活動に参加すると、大学以外の友人や家族とはあまり話さないことを話して、学び合い、自分なりに感じたことを共有
できるので、その時間がわたしにとってとても大切な時間だと改めて感じました。いろいろ考えさせられて悩んでしまうこともありま
すが、それもとても大事なことですし、大切にしたいと思いました。
毎週日曜日にVECの活動に参加して、いろんな人と話せることがとても幸せです。

ファシリテーターアンケート



子育て世代

２．今年度、日本語教室（日曜午後）に参加した方は、感じたこと、考えたことなどを自由にお書きください。

日本語に関しての疑問を気軽に質問できる場だと思いました。少し日本語が上手なミャンマー人が通訳で先生と生徒を助けている
のもとてもいい空間に思えました。すごい勉強熱心で感心させられました。

午後の参加者は、午前の活動に参加するミャンマー参加者とは学習動機や学習者目標が異なるため、私自身実際に参加してみて午
後の活動の重要性を感じました。
午後の活動の参加者も、「日本語レベル」がさまざまであるため、どこに合わせて活動をデザインするか悩むこともありました
が、教材である『いろどり』が文法や表現、語彙などとひろく学べる教材になっているため、教材を「うまく」使えると、すべて
の参加者にとってよりよい活動になると感じました。

僕が逆の立場だと想像して、その地域の言語が分からない状態で暮らすのはとても不安が大きいと思う。若くても、歳を重ねてい
ても、それぞれの不安があり、うまくいかないことがあって大変だろう。そんな状況において、午後の活動のように、誰が来ても
受け入れて、毎週一緒に言語をニーズに合わせて勉強するというのは、新しい生活の一つの支えになりうるのではないか。僕はお
金を払って通う日本語学校をあまり知らないからなんとも言えないが、午後の日本語教室は同郷ミャンマーの方が集まることも安
心感を増す理由になっていると思う。当たり前のように通っているが、その場を成立させるためには、必要な人が必要なことをし
なければいけなくて、それはすごいことだと改めて思う。

３．その他

セミナーは毎回、とても勉強になる内容でした。レクチャー形式のセミナーだけでなく、対話の時間を設けてくださることも多
く、受け身にならずに「考える」ことができました。

最近は新しく参加してくださる方も多いので、「お友だちと一緒に参加」というかたちも増えていけばいいな思います。知り
合いがいない場に1人で参加するよりも、ハードルが下がる気がしました。



VECでは、3回にわたり、企画評価運営委員会を開催し、10名の委員により事業の内容、実施方法、

実施状況の確認、事業の評価を行った。（以下、委員からの評価の抜粋）４．企画評価運営委員会
　　報告　　　　　　　　　

活動総評

ミャンマー人への日本語教育、生活支援、そして一般の方を対象とした多文化共生について学ぶ講義、
WSと多岐にわたる活動を充実して展開できた一年だったと思います。特に講義とWSは、多くの参加者
を集めることができたのは、VECの活動が社会のニーズに適合していた証左であると考えられます。

コロナ禍で、工夫を重ねながら、さまざまな活動をしている点、素晴らしいと思います。
まずVECセミナーですが、５月より９か月間で、６回のセミナー開催という回数、そして、多岐にわた
る内容での実施、これは他にはあまり例がありません。私自身、何度も参加させていただきましたが、
深い学びを得ることができました。
日本語教室に関しても、オンラインではなく対面での実施を心がけたこと、内容も「自分を語ること／
社会とつながること」などを軸にしたもので、担当者の努力と工夫が感じられるものでした。

今年度VECは、コロナ禍のなか限られた資源と人手にも拘わらず、堅実に、確実に「学び合い」によ
る取組１と２の日本語教育を実践されました。その教材選択や内容はバランスが取れていて、受講者
に満足がいくプログラムであったことがアンケートからも読み取れます。取組みの多文化共生セミナ
ーも6回実施されており、オンラインという特質を活かして多くの方々の参加を見たことは、啓発活動
として成功を収めたといえます。



シニア世代

一人暮らし

今後の課題

日本語教室、日本語活動ともコロナ下にありながら、寧ろだからこそ対面に拘って続けてこられた姿勢に心からエールを送ります。次
のステージとしては、その基本方針を守りつつ、部分的にオンラインを取り入れることで、今までリーチアウトできなかった層に繋が
れるという可能性も検討していただければと思います。オンラインをうまく組み合わせることで、これまで難しかった学習者の希望に
応えられることもあると思います。

発展的で持続可能な運営体制の構築が今後の課題として挙げられます。そのためには、活動の一端を担っている東京女子大学の学生・
院生が活動を通じて何を学んでいるのか、どのような経験を積んでいるのかについての評価も必要になっていると思います。
また、活動を通じて、少しづつ会員が増加しています。現在の会員は、VECを応援したいという気持ちからの入会であるように推察さ
れますが、今後、持続的に運営するためには、その中から主体的に活動に関わる人が現れることが望まれると思います。そのために
は、会員の交流を今後の活動の視野に入れることも検討すべきではないかと思われます。

ミャンマーの参加者に向けての発信は、フェイスブックなどでこまめに実施されていますが、社会に向けての「活動の発信」に関して
は、改善の余地があるように思います。「ハブとしてのVEC」「さまざまな人・分野をつなぐVEC」という松尾代表の言葉がありまし
たが、次年度は、「発信」をテーマに議論ができたらいいと思いました。

資源や人手が限られているなか、受講生の数を増やすのは難しいですが、より多くの参加者を募り対応できるような展望が持つことが
必要と考えます。また日本語教育の実際や外国人との共生社会の構築について、日本の社会側（ことに若い人たち）に、より強く広く
発信できることが課題かと思われます。



まず、はじめに今年度（令和３年度、2021年度）、文化庁からわたくしたちVECの日本語教育事業に

対し助成金をいただきましたこと深くお礼を申し上げます。ありがとうございました。

文化庁事業としては、以下の3つの取組を行いました。

●取組１「生活向上を目指した基礎からの日本語教室」

●取組２「学び合いを重視した社会参加としての日本語教育」

●取組３「取組の成果の発信や普及及び住民の日本語教育への理解の促進に関する取組」

取組１と２に参加した、ミャンマー出身者に対し、文化庁規定のアンケートとVEC独自のアンケート

を実施しました。文化庁規定のアンケート結果からは、取組に対する満足度や日本語ができるように

なったという実感が高いことがわかりました。ただし、ミャンマー出身者の方は一般的に教師を非常

に敬う文化的背景をもっていますので、この結果を過信せず、謙虚に受け止めたいと思います。VEC

独自のアンケートからわかったことを少しまとめます。参加者は、その日のテーマ・トピックに関

し、互いに意見を言って話し合ったことや日本語指導者を含めたひとりひとりの異なるものの考え方

が共有できたことが印象に残ったようです。また、そうした活動を通して、新たに単語を覚え、コミ

ュニケーション能力が高まっていったとの回答もありました。在日ミャンマー人の困難などについて

話し合ったり相談したりできたという指摘もあり、取組が互いの生活を支え合う場として機能してい

たこともわかります。日本に住むためには日本語が重要であるということがわかったという回答も複

数ありました。この結果は、取組１と２の目的・目標に叶うものであったと思われます。さらなる改

善を重ね、活動を継続していく必要があります。

５．まとめ　　　　　　　　　

VEC代表理事より



取組３（オンラインセミナー）は全6回、行いました。テーマは、入管制度や聴くこと、難民当事者の

語り、演劇による共感的理解の体験、生涯学習としての日本語、言語政策と言語教育を取り上げまし

た。全体で621名の申込者を数えました。参加者が100名を超える回もありましたが、できる限り、参

加者にも発信してもらう機会を設けるよう努めました。毎回、必ず参加者に対しアンケートを実施し

ました。概ね高い評価をいただきましたが改善できる点、さらに深めていくべき点の指摘もありまし

たので、今後のセミナーに生かしてまいります。

企画評価運営委員会の委員の皆さんからのコメント、ご意見は先にお伝えしたとおりです。VECの実

施している日本語教育関連事業に対し一定の評価をいただきました。その上で、ミャンマー出身学習

者をさらに増やすための方策を取ること、オンラインでの学習の場を検討すること、活動の発信に関

し改善していくことなどに関しご指摘がありました。この点を今後の課題として検討してまいりま

す。

最後になりましたが、本事業は、文化庁からの助成はもちろんのこと、企画評価運営委員会の委員の

皆さま、「学習者」や「日本語指導者」の皆さん、事務局スタッフ、VECの会員の皆さん、その他、

多くの方々の支えで無事に実施することができました。本当にありがとうございました。

一回ずつ小さな活動を続けてまいります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾慎
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